
　

平
成
二
十
六
年
八
月
四
日
、
名
古
屋

東
急
ホ
テ
ル
四
階
「
栄
の
間
」（
名
古

屋
市
中
区
栄
四

－

六

－

八　

☎
〇
五
二

－

二
五
一

－

二
四
一
一
）
に
て
、
第
四

回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
は
、
愛
知
県
・

岐
阜
県
・
三
重
県
に
拠
点
を
有
す
る

ト
ッ
プ
経
営
者
を
中
心
と
し
た
異
業
種

交
流
会
。
経
営
者
同
士
の
知
識
・
情
報

の
交
換
お
よ
び
意
識
向
上
の
機
会
を
設

け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

第
四
回
の
例
会
と
な
る
当
日
は
、
午

後
六
時
か
ら
受
付
を
開
始
。
正
会
員
・

準
会
員
を
含
め
中
部
地
区
で
活

躍
す
る
経
営
者
ら
が
出
席
。
夏

期
休
暇
を
目
前
に
、
参
加
者
は

通
常
よ
り
や
や
少
な
い
人
数
と

な
っ
た
。

　

午
後
六
時
四
十
五
分
か
ら
の

第
一
部
で
は
、
日
本
公
認
会
計

士
協
会
東
海
会
会
長
の
堀
江
正

樹
氏
を
講
師
に
迎
え
、
演
題
を

「
企
業
不
祥
事
が
会
社
経
営
に

与
え
る
影
響
」
と
し
て
講
演
。

　

粉
飾
決
算
等
の
会
社
レ
ベ
ル

の
典
型
的
な
不
祥
事
や
、
背
任

等
の
個
人
レ
ベ
ル
の
不
祥
事
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
消
防
法
の
届

け
出
違
反
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
不

払
い
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ラ
イ
セ
ン
ス

契
約
問
題
、
カ
ル
テ
ル
な
ど
の
独
占
禁

止
法
違
反
な
ど
に
つ
い
て
海
外
事
情
を

含
め
て
説
明
。

　

ま
た
、
従
来
は
不
祥
事
と
捉
え
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
海
外
で
の
贈
収
賄
や
セ

ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
問
題
、
見
解
の
違

い
に
よ
る
税
法
違
反
な
ど
と
い
っ
た

「
マ
ス
コ
ミ
的
な
不
祥
事
」、
見
逃
し
が

ち
な
決
算
期
の
経
費
処
理
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ

モ
リ
な
ど
に
よ
る
機
密
情
報
漏
え
い
、

下
請
け
業
者
へ
の
支
払
い
遅
延
、
他
社

の
特
許
侵
害
、
固
定
資
産
の
届
け
出
漏

れ
な
ど
に
も
警
告
。
企
業
イ
メ
ー
ジ
低

下
に
つ
な
が
る
様
々
な
ケ
ー
ス
を
例
示

し
た
。

　

一
〇
分
の
休
憩
を
挟
ん
で
、
午
後
七

時
四
十
五
分
か
ら
の
第
二
部
で
は
、
ホ

ク
セ
イ
代
表
取
締
役
社
長
の
山
下
三
男

氏
の
音
頭
で
乾
杯
。「
こ
の
場
に
集
っ

た
人
の
健
康
を
祝
し
て
」
の
言
葉
が
笑

い
を
誘
っ
た
。

　

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
着
席
形
式
で
の

晩
餐
を
交
え
た
親
睦
会
が
和
や
か
に
行

わ
れ
、
最
後
は
メ
タ
ル
ラ
ボ
代
表
取
締

役
の
稲
山
誠
氏
に
よ
る
一
本
締
め
で
中

締
め
が
行
わ
れ
た
。

第４回「東海財界倶楽部」例会開催

「企業不祥事が与える影響」

　

平
成
二
十
六
年
八
月
四
日
、
第
四
回
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
例
会
が

開
催
さ
れ
た
。
同
会
は
東
海
地
方
で
活
躍
す
る
経
営
者
を
中
心
と
し
た

異
業
種
交
流
会
。
当
日
は
日
本
公
認
会
計
士
協
会
東
海
会
の
堀
江
正
樹

会
長
が
、
演
題
を
「
企
業
不
祥
事
が
会
社
経
営
に
与
え
る
影
響
」
と
題

し
て
講
演
。
親
睦
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

堀江正樹会長
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